








要約 多数例の正常および異常ヒト胚子・胎児のデータを用い、死亡胚子・胎児中の奇形

頻度にもとづいて妊娠各時期における奇形胚子(胎児)頻度を推定し、正常及び異常胚子・

胎児の胎内における「生命表」を作成した。その結果、受精後5週に子宮内で生存してい

る全胚子の 10.3%が奇形となる運命にあると推定された。その後の胎生期に異常胚が選択

的に淘汰されることにより、異常胚子(胎児)の頻度は、8週に 2.4%、胎生末期に 1.0%と低

下することが明かになった。妊娠 5週から妊娠末期までの間における異常胚子の淘汰率は

93%となり、これは正常胚子の淘汰率 18%よりも有意に高率であった。 


